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議会運営委員会 

 

平成２５年３月２１日午後１時３０分から委員会室で開かれた。 

 

１．出席委員 

    ◎中西 和夫    ○木澤 正男    中川 靖広 

小野 雄     飯髙 昭二    辻  善次 

     嶋 田 議 長 

  

２．理事者出席者 

    総務部長  西本 喜一 

 

３．会議の書記 

    議会事務局長         藤原 伸宏    同  係  長         安藤 容子 

 

４．審査事項 

    別紙の通り 
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開会（午後１時３０分） 

署名委員 飯髙委員、辻委員 

 

全委員出席されておりますので、ただいまから､議会運営委員会を開会

し、本日の会議を開きます。 

最初に、本委員会の会議録署名委員を私のほうから指名いたします。 

会議録署名委員に、飯髙委員、辻委員を指名いたします。両委員には、

よろしくお願いをいたします。 

本日の議事は、レジメに記載のとおりでございます。 

まず初めに、本会議からの付託議案についてであります。 

（１）陳情第１号、速やかな取調べの可視化（取調べの全過程の録画）

の実現を推進する意見書を採択することの請願についてを議題といたし

ます。 

まず、議会事務局長の説明を求めます。 藤原議会事務局長。 

 

それでは、陳情第１号、速やかな取調べの可視化（取調べの全過程の

録画）の実現を推進する意見書を採択することの請願について、陳情文

書表を朗読させていただきます。 

 

  （ 陳情文書表朗読 ） 

 

２枚目に要旨を添付しておりますが、朗読につきましては省略をさせ

ていただきます。 

なお、陳情者からは、意見書案を合わせて送付されてまいりましたの

で、資料としてお配りをしておりますので、合わせてご参照いただけれ

ばと思います。 

以上、簡単ですがご説明とさせていただきます。 

 

それでは、委員皆さまのご意見をお受けいたします。 

飯髙委員。 
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小野委員 

今回の陳情、速やかな取調べの可視化の取調べの全過程の録画の実現

を推進する意見書を採択するとの請願であります。これ、まずこれの要

旨に書いてありますように、今、２００９年に刑事裁判に参加し、裁判

員裁判が開始されたということで、その中において、やはり裁判の難し

いというんですか、ここに書かれてある裁判で供述調書の任意性や信用

性に争われたような場合でも、裁判員がその判断に窮するということで、

困るというか困難な場合があると、そういう上においては、やはりこの

可視化が必要であるかなとは思います。これにつきましては、以前から

警察捜査の信頼が大きく揺らいでいる状況の中、警察庁においては、平

成２２年ですけども、この取り調べの可視化をするための方策として、

捜査手法並びに取り調べの高度化を図るための研究会が設置されている

わけですけども、その中でやはりどう言われているかというと、最終的

にはこの客観的記録による適確な判断を可能とし、虚偽、自白や冤罪の

防止に資するということで、これは有効であるということで、評価され

ているわけですけども、また一方では法務省においては、法制の審議会

特別部会において、この取調べ録音、録画制度のあり方について、時代

に即した新たな刑事司法制度の構築に向けた審議が行われている最中で

ある。以前にも平成２２年３月議会において、これは意見書のタイトル

が、冤罪を防止するため取り調べの全面可視化を求める意見書というこ

とで出ておりますけども、この時の例えばその可視化についての反対意

見では、まずは可視化についてはいいと、だけどもその今、映像の編集

や修正の技術とかに対しては、やっぱり真実性を担保しなければならな

いということについては、私もその辺が、これから先ほど言いました審

議会において、やはり慎重に協議をしていくというのが必要であります

けども、やはりこの冤罪をなくすためにおいても、これは可視化に向け

て取り組んでいただくということで、これに関しては、私は今回の請願

については採択すべきかなということで考えております。 

 

小野委員。 

 

飯髙委員が先に、ほとんど私が用意しているのをしゃべっていただい
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ているので、どうしようかなと思ったんですけども。飯髙委員も今、述

べられているように、平成２２年３月議会に議員発議ということで、同

じようなタイトルの意見書について議論されたんですが、私はその場に

はいませんでした。他の委員さんすべておられたということなんですが、

今、飯髙委員もこの議事録を私も取り寄せてみて、見ていたんですがね、

飯髙委員が述べていたように反対者の討論、これも私はいろいろ検討し

てみました。そしてまだ、この時は映像の編集とかいうものに対しての

ね、真実性の担保どのようにするのか、まだいろいろ議論しなければい

けないだろうということも、述べられておりまして、結果は賛成尐数で

否決という形で斑鳩町議会は出しているということで。今回、出してこ

られたということで、この議運で審議しようということなんですが、こ

のあと、平成２４年ですかね、先ほどもちょっと述べられていたのかな

と思いますねんけれども、捜査手法取り調べの高度化を図るための研究

会の最終報告がなされております。それで、その中で録音、録画による

効果、これは先ほどの反対討論者が必要だということも認識していると

いうことも、そこら効果としてあげておられるんですが、その他に、録

音・録画により生じえる懸念、弊害ということで、尐しご披露しますと、

被疑者が報復等を恐れて、上位者や共犯者にかかる供述をしなくなるな

ど、組織犯罪等の解明に支障をきたすとか、被疑者と取調官との間で率

直なやり取りが困難となること等により、真相解明機能を阻害すると、

それとか、取り調べの課程で明らかになる事件関係者の名誉、プライバ

シーに係わる事柄のうち、現状では供述調書に記録する必要のないもの

もすべて克明に記録され明らかになる恐れがある、いろんな、そういう

弊害もある。そういうこととか、多くの取調官がカメラの前では被疑者

が供述をためらい、あるいは被疑者の心を開かせるために、必要なやり

取りが困難となり、取調べの真相解明機能が害されることなどから、取

調べの全過程の録音、録画に対しては否定的な意見、また録音、録画の

実施に携わる警察官の負担、録音録画記録の視聴にかかる負担、設備、

設置にかかる費用等、相当の人的・物的負担を要する。このような報告

が２４年の２月に出されております。これらのことからも、以前、２２

年３月議会で斑鳩町議会がいろいろ議論されたことで、まだ、もう尐し
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いろいろな課題を克服することが必要ではないのかなと、私は同じよう

に思っておりますので、この意見書採択に対しては反対といいますか、

まだ無理だと、そういう意見を申しあげておきます。 

 

他の委員さんどうですか。 辻委員。 

 

私も小野委員が言われたように、今、いろいろなところで、審議をい

ろいろされているという段階で、いろいろ問題点もまだかなりいろいろ

あるということで聞いていますし、その辺も踏まえながらもう尐し、そ

の辺の経過をみながらやっぱり判断する必要があると思います。今回、

出されていました意見書に関しては、一応反対の立場を取らせていただ

きます。 

 

中川委員どうですか。 中川委員。 

 

小野委員、辻委員と同じくということで、不採択ということでお願い

します。 

 

暫時休憩させていただきます。 

 

（ 午後１時４２分 休憩 ） 

（ 午後１時４２分 再開 ） 

 

再開いたします。 木澤委員。 

 

いろいろご意見も聞かせていただいて、私は結論からいいますと、陳

情については採択して意見書をあげていくべきだなというふうに思って

いるんですが、やはりこの間ですね、警察の自白の強要とか、あと不当

な捜査ですね、が、次々に明らかになっている中で、それを防ぐ有効な

手段だなというふうに考えています。可視化をすることによる不利益等

も、いろいろ私もインターネットとかで調べますと、いろいろ反対の声
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の中にそうした声があったりとか、たとえた例が載ってまして、例えば

やくざの方が親分に命令されて、こういうふうにしましたという供述を

すると、後々報復を受けるのではないかと、いろんなそういう心配はさ

れてますけども、私、感じましたのは、一般的にそうした誤解がちょっ

と多いのではないかなとふうに思っているんです。というのは、基本的

に録画したものを検証するというのは、裁判官であったり、裁判員であ

ったり、守秘義務を必ず課せられている方が、被疑者と検察官との裁判

の中でですね、言い分が食い違った時に、後から検証するということに

必要なものであって、録画されたものが、一般的に公開されるというよ

うなことはまずありえないし、あってはならないということから、取調

べの可視化をすることによって情報が漏れるというのは、可視化をする

こととはまた別の問題であるんじゃないかなと、いうふうには感じてい

るところなんです。ですので、今後そうした誤解を解いて、そうした論

点の整理等というのは必要になってくるというふうに思いますが、今、

やっぱり警察に信頼がおけない中で、えん罪等を防いでいくのに、私は

こうした可視化の整備というのは、早急に必要ではないかなというふう

に思いますので、私はそういう立場だということで、意見として申しあ

げておきます。 

 

今、賛成、反対といろいろ意見でておりますけども、取りまとめのた

め、暫時休憩させていただきます。 

 

（ 午後１時４４分 休憩 ） 

（ 午後１時４５分 再開 ） 

 

再開いたします。 

陳情第１号について、お諮りをいたします。 

本陳情書については、討論の申し出がありますので、これより討論を

行います。 

はじめに、本陳情書を採択することに反対の方の意見を求めます。 

小野委員。 
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それでは、反対の立場から意見を述べさせていただきます。 

提出者が述べておられますように、取調べを全て録画することにより、

取調べ状況が検証可能となり、裁判員が供述調書の任意性や信用性の判

断が正確にできるようになること。また、自白の強要や虚偽自白、冤罪

の防止につながるということが言われておりますが、自白が争われるよ

うな一部の裁判では、確かにそのようなメリットもあることは否定いた

しません。 

しかし、一方では、否定的な意見も多く、例をあげますと、暴力団な

どの組織犯罪などの場合、報復を恐れて自白をしなくなるということも

指摘をされております。また、裁判に無関係な被疑者のプライバシーも

全て記録され明らかにされる恐れもあります。また、被疑者が自供をた

めらうなど、取調べに多くの時間と手間がかかり、捜査関係者の負担が

増大することも懸念をされております。 

国家公安委員会においても、取調べの可視化や高度化に向けて検討を

されておりますが、全ての事件について、取調べの全過程を記録するこ

とには、先ほど述べましたような多くの課題があり、現段階での導入に

は問題があると判断いたします。 

よって、陳情第１号を採択することについては、反対いたします。 

以上です。 

 

次に、本陳情書を採択することに賛成の方の意見を求めます。 

木澤委員。 

 

それでは、陳情第１号、速やかな取調べの可視化（取調べの全過程の

録画）の実現を推進する意見書を採択することの請願について、賛成の

立場から意見を申しあげます。 

この取調べの可視化を求める意見書採択については、以前にも議論を

した経緯がありますが、日本の刑事司法制度では、捜査段階における被

疑者の取調べは弁護士の立会いを排除し、外部からの連絡を遮断された

密室状態の中で行われています。そのため、捜査官が供述者を威圧した
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り、利益誘導したりといった違法・不当な取調べが行われることが多々

あります。その結果、供述者が意に反する供述を強いられたり、供述と

食い違う調書が作成されたり、また、精神や健康を害されるといったこ

とが尐なくありません。その上、裁判で供述者が、脅されて調書に署名

させられた、言ってもないことを調書に書かれたと主張しても、取調べ

状況を客観的に証明する手段がないために、弁護人・検察官双方の主張

が不毛な水掛け論に終始することが多く、裁判の長期化やえん罪の深刻

な原因ともなっています。 

最近でも、インターネットの遠隔操作事件やまた厚生労働省元局長事

件、足利事件や布川事件など、裁判が長期化した事例や違法・不当な取

調べによる、冤罪事例が多く発生しています。 

こうした裁判の長期化や、冤罪を防ぐためにも、取調べの全過程を録

画する可視化が必要です。取調べを最初から最後まで録画しておけば、

被告人と捜査官の言い分がくい違っても、後から検証することができま

す。 

取調べの可視化に反対している人たちのなかで、供述したことがばれ

るのを恐れ、何もしゃべらなくなる、黙秘が増えるといったことを問題

視される意見もありますが、実際にそのことを理由に黙秘をする、さら

に実際にそのことを理由にして黙秘をされる被疑者もいらっしゃるよう

です。しかし、これは、まだまだ取り調べの可視化というシステムが一

般的に正しく理解されていない、誤解されている状況があると思います。 

取調べの可視化というのは、正当な取調べによる自白調書の信憑性を

担保するために行われるものであり、録画されたものが一般市民へ公開

されるわけでもなく、守秘義務をおった裁判員や裁判官が事実を検証で

きるようにするために行うものです。ですから、情報が漏れるようなこ

とはありえないし、あってはならないことです。仮に百歩譲って情報漏

えいがおこったとしても、それは可視化をすること自体が問題なのでは

なく、秘密が保持されないシステムに問題があると考えるべきです。 

また被疑者のプライバシーや負担増が増えると、こうした問題指摘が

されていましたが、プライバシーについては、今申しあげましたように

一般公開されるものではないので、プライバシーについても、しっかり
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と保護されるものと考えます。また、負担の面については、これは国が

費用も負担するなどして、国民に対して取調べの可視化というシステム

を構築していくことも含めて、実現に向けての検討が必要だと考えてい

ます。 

今回は、この奈良弁護士会から陳情が寄せられていますが、今、全国

の弁護士会でも同じように、取調べの可視化を求める運動が進められて

おり、また、国外では、イギリスやアメリカのかなりの州のほか、オー

ストラリア、韓国、香港、台湾などでも、取調べの録画や録音を義務付

ける改革がすでに行われています。 

反対討論された方も、可視化の必要性については認識をされていると

いうことなので、いろいろな議論はありますが、私はぜひ実現に向けて

早期に手続きを踏んでいくという取り組みを進めていっていただきたい

と思っています。 

次々と明らかになっている警察の不当な取調べ捜査や冤罪をなくして

いくため、取り調べの可視化は早期に必要であるということを申しあげ

して、私の賛成意見といたします。 

 

これをもって討論を終結いたします。本陳情書については、賛否両論

であります。よって、これより採決を行います。 

本陳情書を採択することに賛成の委員は挙手を願います。 

 

  （ 挙手尐数 ） 

 

挙手尐数であります。よって、陳情第１号については、不採択とすべ

きものと決しました。 

次に、協議事項（１）平成２５年第１回斑鳩町議会定例会について、

①付議議案の取扱いについてを議題といたします。 

まず、討論の有無について確認をいたします。 

各委員会に付託されていました議案につきましては、最終日の本会議

で委員長報告の後、表決となりますが､お手元の委員会付託議案の審査結

果をご覧いただきたいと思います。 
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各常任委員会に付託されました町長提案の２１議案のうち、議案第１

２号、平成２５年度斑鳩町一般会計予算について、委員会で討論になり

賛成多数で可決、また、その他の２０議案につきましては、いずれも満

場一致で可決すべきものとして決しております。 

いずれの議案につきましても、最終日の本会議で採決となりますが、

ここで討論の有無について確認をさせていただきたいと思います。 

ただ今申しあげました議案のうちで、委員会で討論となりました議案

第１２号と、さきほどの陳情第１号については、最終日の本会議で討論

になると思いますが、この他の議案で、討論等を予定されている議案、

あるいはまた、討論の予定があるとお聞きになっている議案などがござ

いましたら、議長次第にも関わりますので、あらかじめお聞かせをいた

だけたらと思いますが、ございませんでしょうか。 

 

（ な  し ） 

 

現在のところ、議案第１２号のほかに、討論の予定はないものと確認

をしておきます。 

次に、議案第１２号、平成２５年度一般会計予算については、修正案

の動議が提出をされるということですので、この取扱いについて、確認

をしておきたいと思います。 

委員長報告のあと、議長から各議案について順に諮っていただきます

が、議案第１２号のところで、まず、議案第１２号とこれに対する修正

動議を一括議題といたします。次に、修正動議について提出者の説明を

受け、説明後、これに対する質疑をお受けすることといたします。 

次に、討論を行いますが、一括議題ですので、修正案と原案について

一括して討論を行うこととし、討論の順序は、原案に対して反対、賛成

の順、すなわち、修正案に賛成の議員の討論を最初に行い、そして原案

に賛成の議員の討論を行う、そういう順序で行いたいと思います。 

次に、採決を行いますが、採決はそれぞれ個別に行わなければなりま

せんので、まず修正案について採決を行い、修正案が可決された場合は、

修正議決した部分を除く原案について採決をいたします。また、修正案
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委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

が否決された場合は、原案について採決をいたします。 

ただ今、申しあげましたような手順で進めたいと思いますが、これに

ご異議ございませんでしょうか。 

暫時休憩します。 

 

  （ 午後 １時５３分 休憩 ） 

  （ 午後 １時５７分 再開 ） 

 

再開いたします。 

これにご異議ございませんでしょうか。 

 

  （ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

修正動議の取扱いについては、ただ今申しあげましたとおり進めてい

ただくことといたします。 

なお、本会議における討論につきましては、これまでの例により賛否

の討論者を、それぞれ１名ずつとすることで確認をしておきたいと思い

ますが、ご異議ございませんでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

賛否の討論は、各１名ずつということで、確認をしておきます。 

①付議議案の取扱いについては、以上で終わります。 

次に、②追加日程についてを議題といたします。 

お手元の追加日程表をご覧いただきたいと思います。 

まず、追加日程１．発議第１号、斑鳩町議会委員会条例の一部を改正

する条例については、前回の委員会で改正案をまとめていただきました。

また、発議第２号、斑鳩町議会議員の議員報酬等の特例に関する条例に

つきましても、改正案をまとめていただいております。 
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委員長 

 

 

 

 

 

 

 

木澤委員 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

議会事務

局長 

 

この発議第１号、発議第２号につきましては、当委員会の発議をもっ

て提出したいと思いますが、これにご異議ございませんでしょうか。 

 

  （ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

発議第１号、発議第２号については、議会運営委員会の委員会発議と

いたします。 

現在までに追加日程として予定されているものは、この２件でござい

ますが、この他に、議員皆さんのほうから提案等の予定をされているも

のはございますでしょうか。 

木澤委員。 

 

ただ今、否決となりました取調べの可視化の意見書については、議員

提案をさせていただきたいと思います。 

 

それでは、今、木澤委員からございました取調べの可視化について議

員提案の予定があるということで確認をしておきます。 

追加日程として上げさせていただく予定のものは以上ですが、これま

でのところで、質疑、ご意見等ございましたら、お受けしたいと思いま

す。 

 

（ な  し ） 

 

それでは、最終日の議事運営については、以上のように進めさせてい

ただきたいと思いますので、議長には進行方よろしくお願いをいたしま

す。 藤原議会事務局長。 

 

すいません。今、木澤委員のほうから、取り調べの可視化の関係につ

いて発議をされるということでございますので、本会議の進行上、この

順序、追加日程の順番として、そちらのほうの議員発議のほうを１番上
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委員長 

 

 

 

 

 

 

議会事務

局長。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

にもってきたいと、そのほうが本会議の運営上スムーズにいきますので、

それでよろしくお願いしたいと思います。 

 

平成２５年第１回斑鳩町議会定例会については、以上で終わります。 

次に、（２）次期定例会等の日程についてを議題といたします。 

次期定例会等の日程としまして、５月臨時会及び６月定例会の日程に

ついてご協議をいただきたいと思います。 

まず、皆さまのお手元にお配りをいたしております日程案について、

事務局から説明を願います。 藤原議会事務局長。 

 

それでは、次期定例会等の日程案につきまして、ご説明をさせていた

だきます。 

初めに、６月定例会の日程案につきましてご説明させていただきます。

お手元の日程表（案）をご覧いただきたいと思います。まず、開会日で

ございますが、６月の第１月曜日であります３日（月）を初日とし、本

会議終了後に広報発行常任委員会。４日、５日を休会とし、６日（木）、

７日（金）に一般質問。１０日（月）に水道決算審査特別委員会。１１

日（火）に建設水道常任委員会。１２日は農業委員会もございますので

休会とし、１３日（木）に厚生常任委員会、１４日（金）に総務常任委

員会、１７日（月）に議会運営委員会としております。そして、１８日

（火）と１９日（水）の２日間を休会とし、最終日を２０日（木）とす

る日程案でございます。会期は１８日間でございます。 

次に、５月臨時会の日程についてでございますが、現在わかっており

ます行事等といたしまして、５月１２日（月）に農業委員会の開催が予

定されており、１５日（水）には水道決算監査が予定されております。

また、理事者との日程調整をいたしましたところ、町長が５月１０日（金）

に出張予定が入っておるということで、開催可能日といたしましては、

５月９日（木）か１４日（火）のどちらかになってこようかと思ってお

ります。 

どちらかを選択するかとなりますと、事務局の希望といたしましては、

ことしは、生駒郡議長会の会長の順番がまわってくる年でもあり、臨時
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委員長 

 

 

小野委員 

 

委員長 

 

議会事務

局長 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

委員長 

会直後に生駒郡議長会の開催や、５月下旪には県議長会の役員会の開催

や研修会など議長公務も多くございまして、また、５月の事前委員会等

のことも考え合わせて考えますと、できましたら余裕をもってスケジュ

ールが組めるよう、５月９日（木）を臨時会の開催日にしていただけれ

ばと、考えておりますのでよろしくお願いをいたします。 

以上、日程案のご説明とさせていただきます。よろしくご審議をお願

い申しあげます。 

 

ただ今、事務局から説明のありましたことについて、質疑､ご意見等あ

ればお受けいたします。 小野委員。 

  

臨時会の告示日はいつになるの。 

 

藤原議会事務局長。 

 

ここにございます５月９日（木）を臨時会の開催日といたしますと、

その３日前ということで、祝日になってまいります。したがって、５月

２日、木曜日が告示日になってきます。 

 

よろしいですか。 

 

（ 異議なし ） 

 

それでは、５月臨時会の日程につきましては５月９日（木）を予定、

また、６月定例会の日程につきましては、お手元の日程表の案のとおり

予定をしておくということで、確認をしておきたいと思いますが、これ

にご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。次期定例会等の日程につきましては、ただいま
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総務部長 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

議会事務

局長 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

木澤委員 

 

申しあげましたとおり、予定ということで確認をしておきます。 

総務部長のほうから他に何か報告等はございますか。 

 

特段ございません。 

 

総務部長には、他の公務もありますので、ここで退席をしていただく

ことといたします。どうもご苦労さまでした。 

暫時休憩いたします。 

  

  （ 午後 ２時 ４分 休憩 ） 

（ 午後 ２時 ４分 再開 ） 

 

 再開いたします。 

次に、（３）斑鳩町議会議員の行政視察等派遣に関する要綱の改正に

ついてを議題といたします。 

本要綱について、事務局から説明を願います。 藤原議会事務局長。 

 

 それでは、（３）斑鳩町議会議員の行政視察等派遣に関する要綱の改

正について、ご説明をさせていただきます。 

２枚目の新旧対照表によりまして、ご説明をさせていただきます。 

本要綱第１条において、この要綱は、斑鳩町議会会議規則第１２３条

の規定によりとなっておりますが、昨年１２月議会において、会議規則

が改正され、条番号にずれが生じ、第１３０条に変わっております。 

よって、本要綱の改正をお願いしたいと思いますので、よろしくお願

い申しあげます。 

 

説明が終わりましたので、質疑、ご意見がございましたら、お受けい

たします。 木澤委員。 

 

 今回、要綱の改正ということで、確か議決が必要なのは、条例の改正

だけだったかなというふうに思うんですが、これまでの慣例からいうと、
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委員長 

 

議会事務

局長 

 

 

 

 

木澤委員 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

小野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうなっているんでしょうか。 

 

 藤原議会事務局長。 

 

 平成１９年３月議会のときにも要綱の改正は、本会議で決議をされて

おります。基本的には、今、副委員長おっしゃいましたように、議会の

議決を要するのは、条例のみということでございますけれども、議会の

意思決定を明確にするという意味において、これまで議会で決議をされ

てきたという経過は、確かにございます。 

 

 他の委員さんのご意見もお聞きするべきだと思いますけれども、内容

的に何か具体的な改正があるというのであれば、本会議にあげて議決を

得るという手続きを踏むべきかなと思いますけれども、この条例の号数

が変わったというだけのことですのでね、そこまで必要ないのじゃない

かなと思いますけれども、どうですやろ。 

 

 今、木澤委員のほうから、これぐらいのあれであれば、かけなくてい

いのではないかというご意見がございますけれども。 小野委員。 

 

 要綱だから別に議決まで必要としないんだということも、それも正論

だと思いますけどね。先ほど、局長がちょっと申しあげたような形で、 

皆さんに確認してもらうためにも議決をしてるということも、別に差し

障りないことかなと。当然、条例改正によって、その項目は変わるんだ

ということで、直しておくのが当たり前だしね、別に議決するまでもな

いやろうけども、皆さんに再確認してもらうという意味で、今までから

そういう形をとってきたということも、局長も説明していましたので、

今後どうするかという問題もありますけれど、条例以外はもういいやん

かというのじゃなくて、そういう手続きもきちっととおうてあるという

ほうが、私は、議会運営について明確にできていいと、そういう思いで

すので、それ必要ないからやめとこうというんじゃなくって、そのまま

続けてもらったらいいと思います。ただ、要綱でそのままいってしまっ
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木澤委員 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

小野委員 

 

 

 

 

 

ているとこも、町長部局は出してくる、そこまではしてないということ

もあると思いますけどね、議会のことですから、続けてもらって結構か

なと思います。 

 

 委員さんからそういう意見をおっしゃっていただけるようでしたら、

そういう方向で進めていただければと思います。 

 

 よろしいですか。 

 

  （ な  し ） 

 

 お諮りいたします。斑鳩町議会議員の行政視察等派遣に関する要綱に

ついては、お手元の改正案のとおり改正することとし、当委員会の委員

会発議をもって提出したいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

 

 （ 異議なし ） 

 

 異議なしと認めます。それでは、本要綱については、所要の改正を行

うこととし、委員会発議することといたします。 

なお、先ほどの追加日程には、入っておりませんので、日程に追加を

させていただきます。 

次に、３．その他についてを議題といたします。 

委員皆さんのほうで何か質疑、ご意見などございましたらお受けいた

します。 小野委員。 

 

 もうちょっと先の委員会で意見というか、皆さんにちょっと聞いてみ

ようかなと思っていたんですがね。今までずっと、消防の年末警戒に対

して、議会から激励という形で一日ずつ回っていただいてますけどね、

私も消防団１０年ほど経験があるんですが、どういうことで、議会があ

あして、全３班に分けて、町長とともに、激励に詰所を訪れて、ちょっ

とそれでは負担もかかっているんじゃないかなと思うんです。以前の激
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委員長 

 

 

 

 

小野委員 

 

 

委員長 

 

議 長 

 

 

委員長 

 

 

 

 

中川委員 

 

 

 

励のときなんかは、お酒の提供もあって、以前、そういうのはやめとこ

うということで、消防運営委員会でも諮ってもらったんですがね。それ

で、今はお酒の提供はなしになってますねけどね。もういいんじゃない

かなというのが、率直な意見あるんです。で、議会運営員会で一応そう

いう意見を言わしてもらって、５月に消防委員会も新しくなっていきま

すのでね、できれば、そのときに検討してもらいたいなという思いがあ

りますので、現在の議運の人たちにもちょっと意見を聞かしていただき

たいと思います。それで、委員長によろしくお願いします。 

 

 今、小野委員のほうから、年末警戒ですね、団の方のところに激励に

議会からも行かしていただいていますけれども、こういうのも省略して

いってはどうかということです。これについて、皆さんのご意見をお聞

きしたいと思いますが。 小野委員。 

 

 現職の消防団員さん、議長を含めて２名おられますけれども、率直な

意見を言ってください。 

 

 嶋田議長。 

 

 消防団から来てくれなとは言われませんからね。消防団のほうは、基

本的にはノーコメントという形になってこようかと思います。 

 

 私らも行かしてもらっていますけれども、なんか、やっぱり寒い中、

立ってもらわんなあかんこともあるし。そんなんから考えていけば、小

野委員言われたような形で考えていけるんじゃないかと思いますねけど

ね。 中川委員。 

 

 年末の忙しい寒いときに、あないしてご苦労いただいているから、敬

意を表するという意味で、お礼方々その町長といっしょにあいさつして、

そのまま、あいさつして失礼さしてもらうと。もう上へ上がるとたいそ

うになるのでね、そういう形をとってもいいのかなというふうには思い
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委員長 

 

辻委員 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

ますね。意見として言っておきます。 

 

 辻委員。 

 

 私も行って、行ってお茶よばれて、たいがい迷惑なかなという感じも

しますねんけれども。今、中川委員言われたのも、ひとつの方法やし、

小野委員から廃止という声もありますけれども、そのへんも含めてこれ

から検討する必要があるのかなと思っています。 

 

ちょっと暫時休憩します。 

 

（ 午後 ２時１３分 休憩 ） 

  （ 午後 ２時２８分 再開 ） 

 

 再開いたします。 

 今、小野委員のほうからございました年末警戒の件でございますけれ

ども、この件につきましては、一応、全協のほうでそういう報告をさせ

ていただいて、また内容について簡素化していくという報告をしていた

だいて、今度どういう形で参加するかですね、諮るということで終わっ

ておきたいと思います。 

 他ございませんか。 

 

   （ な  し ） 

 

 ないようですので、次に継続審査についてお諮りをいたします。 

継続審査につきましては、お手元にお配りしておりますように、閉会

中の継続審査申出書のとおり、当委員会として、引き続き調査を要する

ものとして、このように決定することに、ご異議ございませんでしょう

か。 

 

  （ 異議なし ） 
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委員長 

 

 

 

議 長 

 

委員長 

 

 

 

 

 

  

 

委員長 

 

 異議なしと認めます。議長におかれましては、継続審査の手続きをと

っていただきますようお願いいたします。 

議長のほうから何か報告等ございますか。 

 

 ございません。 

 

 それでは、その他についても以上で終わります。 

以上を持ちまして､本日予定しておりました案件は全て終了いたしま

した。 

委員長報告につきましては、正副委員長にご一任いただきたいと思い

ますが、ご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

それでは、これをもって議会運営委員会を閉会とさせていただきます。 

ご苦労さまでした。 

 

                 （ 午後 ２時３０分閉会 ） 

 

 

 


